





The Formation and Background of the “Long March Stories”




The history of modern Chinaʼs Long March （1934 to 1936） was compiled from the typical 
stories, such as “Chi River Crossings”, “Dadu River Crossings”, “Luding Bridge Battle”,“Climb 
the Great Snow Mountain”, “Across the Great Grassland”, etc.. The first record of the Long 
March was recorded in memoirs written by the Red Army officers and the soldiers who had 
participated in the Long March. In 1937, the memoirs of 100 people were compiled but the 
document was not published. It was published finally in 1942 as part of the Rectification 
Campaign in Yanʼan.
Among the stories that were written based on memoirs in 1937 are Edgar Snowʼs Red Star 
over Over China and Youguʼs “25 Thousand Li Westward Expedition of Red Army”. These 
provided the framework for sublimating the personal memoir into an objective story.
The 1942 edition of the Long March memoirs was republished in 1954 and 1955, first as a 
serialization of the magazine, then as a book. Both versions were published at the beginning 
of the Socialist Construction Movement after the establishment of the Peopleʼs Republic of 
China. It could be said that the method of looking back at the history of Long March as it 
was actually experienced was influenced by political ideology during the period of intra-party 
fighting.












































































































































































































話し手 視点 距離 記述
回想 話し手が登場する 当事者の視点 直接的経験 主観的、即自的記述










































































































































































































































書名 『紅軍長征故事』 『紅軍長征故事』 『紅軍長征故事』
出版社 華東新華書店編印 鄭州、中原新華書店 山東新華書店-総店編印
出版年
1947年9月初版
1949年４月第４版
1947年9月 1947年9月
内容
【第一部分、紀実描写】
一、突破烏江天険
二、巧奪金沙江
三、通過 区
四、搶渡大渡河
五、飛奪瀘定橋
六、翻過大雪山
七、草地行軍
八、天険臘子口。
【第二部分、長征片段回憶】
定一所作《老山界》
張政権作《長征中的幾件事》
羅良儀作《雪花山上》
蔡前所作《草地》
林間所作《一個掉隊的小鬼》
袁血卒的《紅軍的炊事員─老路》
附《紅軍長征路線図》
【紀実篇】
突破烏江天険
巧奪金沙江
通過了 区
搶渡大渡河
飛奪瀘定橋
翻過大雪山
草地行軍
天険臘子口
【回想篇】
老山界（定一）
渡金沙江（李立）
重逢（劉振江）
懐義湾（高朗亭）
雷老婆（高朗亭）
【第一部分、紀実描写】
一、突破烏江天険
二、巧奪金沙江
三、通過 区
四、搶渡大渡河
五、飛奪瀘定橋
六、翻過大雪山
七、草地行軍
八、天険臘子口
【第二部分、長征片段回憶】
老山界
長征中的幾件事
草地
一個掉隊的小鬼
紅軍的炊事員─老路
備考
１册84頁、32開。 大衆文庫。通
俗読物、１年半で重版。
１册104頁、32開 １册62頁、32開。 大衆文
庫。通俗教育読物として広
く流通
日中戦争終了後、国共内戦が本格化する。上記『長征的故事』が出版された1946年7月には、
国民党軍50万が中共の江蘇・安徽の根拠地への攻撃を開始し、内戦が全土に拡大することにな
った（38）。　敵の攻撃と多数の死傷者、味方を守るための自己犠牲、厳しい自然環境がもたらす
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飢餓と寒さと相互扶助、将兵の厳格な規律と英雄的な奮闘を主題とする長征物語が全国に流布
することは、中共による政権奪取の正統性を傍証する結果をもたらしたであろう。「物語」は構
造化された信条体系であり、時空間を越えて再生可能である。長征の「物語」群は、延安の整
風運動の中で、敵と味方、正しい路線と誤った路線を区別し、中共党員であることに意味を与
え、党への忠誠心を強化するものとして参照されつづけたと考える。
むすびにかえて
（１）1950年代の長征回想録
1949年の中華人民共和国建国後、中共は遵義会議紀念館、瑞金革命紀念館、「中国工農紅軍
勝利完成二万五千里長征二十周年」紀念切手、そして、紀念碑、烈士陵園、演劇、映画、歌曲
など、さまざまな媒体を通じて紅軍長征の保存と宣伝を始めた。
党中央宣伝部は党史資料を専門に収集する部門、党史資料室を置いた。宣伝部副部長の徐特
立が主任を兼務し、黎樹が副主任となった。やがて党史専門家の繆楚黄が加わり『党史資料』
の編集刊行の責任者となり、年４回800部を発行した（39）。
1954年、党史資料室は『党史資料』誌上に３期に分けて、1942年版の『紅軍長征記』を掲載
した。題名は「中国工農紅軍第一方面軍長征記」と改め、再度校訂が行なわれ、繆楚黄が補注
と附注を行った。100篇の回想録から４篇を削除して96篇を収録、原版の付録から３つの表を
加えた（40）。
次いで、1955年、人民出版社が長征勝利20周年（紅軍の陝北到達20周年）を記念し、1942
年版を再刊した。原版から52篇を選出し、書名は『中国工農紅軍第一方面軍長征記』と改めた。
これに廉臣「随軍西行見聞録」など３篇を追加し、付録の３表を加えた（41）。
（２）削除された記憶
1954年の『党史史料』版では、1942年版の100篇のうち４篇が削除された。何滌宙「遵義日
記」、「絶食的一天」、李月波「我失聯絡」、莫休「一天」である。それは1955年版でも「復活」
することはなかった。
何滌宙「遵義日記」は遵義に滞在した10日間の日記である。頻繁に食堂に行き食事をするた
びに料理「炒辣鶏」の質が悪くなってゆくとか、革命宣伝で学校に行き学生たちとバスケット
ボールをしたり、ダンスパーティーで女子学生の踊りを揶揄したりと、若い紅軍兵士が遵義と
いう「都市」で行軍中とはまったく異なった体験を享受している様子がうかがえる。同じく何
滌宙「絶食的一天」は、配給された15日分の食糧である、麦焦がしと裸麦のビスケットをどう
計画的に「消費」するかについて述べ、李月波「我失聯絡」は原隊からはぐれた心細い思いと
民衆から支援を得て帰隊するまでを書き、莫休「一天」は、遵義の街に入るさいは裸足を禁じ
られ新しい靴を穿くが泥道で汚れるのを嫌がる兵士や街中の状況、炊事と食事の様子、捕虜と
の会話など１日の出来事が述べられている（42）。
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何滌宙らの回想は「革命的英雄主義」からは距離のある内容である。後に全国民が学ぶべき
「長征精神」と称揚されるその内容は、（1）革命の理論と事業に対する無比の忠誠と必ず成功
すると信じる信念、（2）困難と犠牲を畏れず、勇気をもって勝利し、楽観に満ちて勇猛邁進す
る英雄的気概、（3）大局を考慮し、規律を厳守し、緊密に団結する高尚な品徳、（4）人民大衆
と連携し、誠心誠意人民に奉仕して刻苦奮闘する崇高な思想、である（43）。削除された回想には
そのどれもが欠落している。
1954年をもって中華人民共和国は建国当初の暫定体制を終了した。毛沢東が国家主席に就任
し、共産党の前衛論が新憲法に盛り込まれ、新民主主義論的体制から社会主義建設へと舵を切
りかえた。長征の「物語」はこの時代の圧力の中で典型化されて再生産と増殖を始めていた。
1954年には高崗・饒漱石の「反党集団」に対する批判運動が、1955年には胡風「反革命集
団」に対する闘争が開始された。長征の「物語」には「回想」からは発生しないもうひとつの
主題が含まれている。それは遵義会議における「誤った路線」との闘争であり、張国濤西路軍
の「分裂主義」に対する批判である。時代の圧力は長征の「物語」にも、新たな機能と構造を
与えようとしている。
「遵義日記」は紅軍長征の「プチブルジョア」的部分であり、1950年代当時の中央宣伝部の
思想と時代のバイアスから、紅軍幹部による典型的な叙述、あるいは定式化された長征の表象
とは「異質」なものと見なされ、削除されたと考えられる（44）。
「物語」と「回想」という異なる視点が交錯することによって「過去」の再現がなされた。「過
去」の再現とは、「過去」に関する解釈の固定化をもたらし、固定化された「過去」にもとづく
「現実」の再定義が行われ、再定義された「現実」が“ありうべからざる”「回想」を排除して
いる姿がうかがえるのでないだろうか。
（３）1950年代の回想と2000年代の再生
1956年７月、翌1957年の建軍30周年を控え、解放軍総政治部が回想の原稿募集を呼びかけ
た。応募した３万篇の中から337篇を選出し、1957年8月に『星火燎原』叢書全８巻を刊行し
た（45）。そのうち76篇が「長征」時期の回想で、「智取遵義」（王集成）、「巧渡金沙江」（蕭応
棠）、「強渡大渡河」（楊得志）、「飛奪瀘定橋」（楊成武）、「記紅軍三大主力会師」（霍薄陵、劉
強）などが収録されており、1937年以来の「物語」化が定着している様子がうかがえる。
『人民日報』社は、「『星火燎原』の多くの作品は、紅軍長征の感動的な英雄の業績を生き生き
と描き、紅軍の英勇と頑強、艱苦奮闘の優秀な品質が人民の軍隊の光栄ある伝統となったこと
を描いており、愛国主義と革命伝統の教育の最も良い教材となった（46）」と評価する。
「回想」が現代中国における人材養成のロールモデルとなっているという指摘は興味深い点
である。他方、「歴史」を構成する「物語」のあり方という観点からは、1950年代後半に執筆
される「回想」群は、「定型」を通過することで過去の記憶の編集が行われている可能性がある
ことは改めて問題視しなければならいであろう。
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1957年の『星火燎原』の選から漏れ未発表となっていた685篇が、2007年に「未完稿」とし
て出版された（47）。建国60周年となるその翌々年には、1957年版『星火燎原』と『未完稿』、そ
して1930年代の『紅軍長征記』の回想等をも加えた1705篇を収録した『星火燎原全集』全20
巻、が出版されている（48）。紅軍（八路軍、解放軍）の「回想」に対する「人気」の高さを物語
っており、それと同時に、過去の「歴史」に対する現代中国の「需要」について、あるいは階
級闘争や社会主義建設が正統性の中心から逸れつつある中共の思想工作面での「必要性」およ
びその背景についても改めて検討すべきであろう。
【註】
（１）中共が長征の経験を今後も引照されるべき「精神」として称揚していることについては、拙稿
「『長征精神』論の現代的位相」『目白大学総合科学研究』第６号、2009年３月、を参照。
（２）野家啓一『物語の哲学』（岩波現代文庫、2005年）114頁。「体験」と「経験」と「歴史叙述」の
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物語）の関係については、アーサー・Ｃ・ダント、河本英夫訳『物語としての歴史─歴史の分析哲
学』（国文社、1989年）を参照。物語構造の分析法については、ジャン＝ミシェル・アダン、末松
壽・佐藤正年訳『物語論─プロップからエーコまで』（白水社、2004年）を参照。
（３）《紅色精神》編写組編『紅色精神　小学版』湖南教育出版社、2011年。
（４）曲愛国・張従田『長征記』中国旅遊出版社、2007年。
（５）中共中央党史研究室第一研究部編『紅軍長征史』遼寧人民出版社、1996年（再刊、中共党史出版
社、2006年）。
（６）高華「紅軍長征的歴史叙述是怎様形成的」『炎黄春秋』2006年第10期、28頁。
（７）李海文主編『中国工農紅軍親歴記』四川人民出版社、2005年、379頁。
（８）中共中央文献研究室、新華通訊社編『毛沢東新聞工作文選』新華出版社、1983年、37頁。艾克思
主編『延安文芸史』上巻、石家荘、河北教育出版社、2009年、62頁。孫国林「毛沢東倡議写成的《紅
軍長征記》」『党史博採』2006年10月、12頁。高華、前掲、28頁。尚、書簡による「徴稿啓示」は次
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